
蒋
纂
紀
の
成
立
に
就
い
て

第
二
十
八
巻
　
第
四
號

六
六

醤
事
紀
の
成
立
に

就
い
て

一
　
記
紀
及
び
奮
記
紀
の
曾
重

　
古
事
記
・
㌫
本
書
紀
は
我
が
國
古
典
の
中
で
最
も
重
要
な
意
義

を
持
つ
も
の
ま
し
て
、
榊
典
な
る
敬
総
畷
の
も
と
に
其
の
償
値
の
重

要
性
を
認
め
ら
れ
て
居
る
。

　
古
事
記
は
類
本
書
紀
と
共
に
、
神
代
・
上
代
の
皮
實
・
思
想
・

祭
祀
・
政
治
等
を
研
究
す
る
上
に
不
可
歓
の
古
典
で
あ
る
。
本
居

宣
長
が
賀
茂
眞
淵
と
松
坂
の
一
夜
の
會
見
に
於
い
て
、
古
事
記
の

眞
債
が
強
調
せ
ら
れ
、
古
事
記
傳
の
編
纂
に
よ
っ
て
其
の
領
値
が

喧
傳
せ
ら
れ
る
や
、
國
學
者
一
派
か
ら
此
等
の
研
究
が
急
激
に
嚢

展
し
、
今
日
の
學
界
に
於
い
て
愈
汝
隆
ん
な
も
の
が
あ
る
。
．
古
事

記
の
域
立
、
或
は
其
の
序
丈
等
に
關
し
て
省
疑
問
観
せ
ら
れ
て
居

る
黙
も
な
い
繹
で
は
な
い
が
、
最
近
は
日
本
丈
撃
報
國
會
及
び
奈

河

野

國

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
縣
古
事
詑
纂
録
功
臣
三
三
愈
の
共
同
主
催
の
も
と
に
東
京
帝
國

大
墨
に
於
い
て
、
古
事
記
展
箆
會
が
開
催
せ
ら
れ
、
關
係
風
品
黙

数
は
総
計
三
百
籐
種
に
昇
る
古
篇
本
・
板
本
・
薯
名
回
者
の
署
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

及
び
そ
れ
の
書
入
本
等
は
、
古
事
記
が
如
何
に
廣
く
研
究
さ
れ
、

近
世
塑
學
界
に
於
け
る
花
々
し
い
中
心
と
な
っ
て
居
た
か
、
叉
居

る
か
を
知
る
に
充
分
で
あ
る
。
現
在
著
名
な
平
骨
本
に
、
古
事
記

は
眞
輻
寺
本
・
吉
田
家
本
・
御
巫
家
本
が
保
存
せ
ら
れ
、
今
日
は

古
典
保
存
近
位
の
他
か
ら
爲
蓮
田
を
以
て
、
吉
爲
本
の
儘
を
影
爲

さ
れ
、
研
究
の
便
宜
が
圏
ら
れ
る
等
、
吉
事
記
に
關
す
る
研
坑
は

各
方
面
か
ら
熱
心
な
努
力
と
時
聞
と
を
費
し
て
、
更
に
縛
め
ら
れ

つ
・
あ
る
。

　
日
本
書
紀
は
古
事
記
と
共
に
、
現
在
こ
の
研
究
は
他
の
古
典
を

遙
か
に
醜
い
て
盛
ん
な
も
の
が
あ
る
が
、
少
く
と
も
國
墨
者
の
輩

（　ilOO　）



鵬
前
に
於
い
て
は
、
奈
良
時
代
に
謡
本
書
紀
が
編
纂
さ
れ
て
以

來
、
譲
状
を
通
じ
て
第
一
に
貴
重
の
國
書
で
あ
っ
た
。
最
近
「
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

代
に
於
け
る
日
本
書
紀
研
究
」
の
太
田
畠
二
郎
氏
を
始
め
、
雫
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

時
代
の
私
記
の
研
究
が
屡
々
獲
表
せ
ら
れ
、
「
中
世
に
於
け
る
日
本

　
　
　
　
③

．
書
紀
の
研
究
」
の
中
村
光
氏
の
論
丈
等
に
於
い
て
、
奈
良
時
代
以

後
早
安
・
鎌
倉
・
吉
野
・
室
町
・
安
土
桃
山
㌔
江
戸
初
期
に
迄
至

る
間
、
日
本
書
紀
の
陳
謝
は
確
か
に
承
認
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
吏
に
慶
長
勅
版
の
臼
本
書
紀
榊
代
巷
・
谷
川
士
清
・
鈴
木
重

胤
等
の
彪
大
な
、
し
か
も
詳
細
を
極
め
た
藁
座
研
究
、
最
近
は
旧

地
直
｝
博
士
の
解
髪
を
も
つ
て
古
典
保
存
會
か
ら
嵐
版
さ
れ
た
爲

眞
版
の
京
都
北
砂
榊
祉
所
藏
古
豆
本
等
、
記
紀
共
に
、
其
の
研
究

は
非
常
に
隆
ん
な
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
蕎
事
紀
は
多
田
義
俊
の
曲
事
紀
儒
書
輔
導
考
（
別
名
を
薔
事
紀

嬬
撰
考
と
も
言
ふ
）
一
瑠
が
享
保
十
六
年
著
付
せ
ら
れ
て
公
に
さ

れ
る
迄
は
、
記
紀
と
共
に
盆
　
重
せ
ら
れ
、
或
は
よ
め
以
上
に
貴
重
…
覗

さ
れ
て
｝
部
の
虚
者
か
ら
取
扱
は
れ
て
屠
た
。
卜
部
象
方
の
羅
日

本
紀
に
於
け
る
旧
事
紀
の
見
方
は
、
こ
れ
以
後
長
い
間
古
事
記
に

代
っ
て
紳
遽
典
上
相
當
露
要
な
紘
置
を
露
め
る
　
原
因
と
な
り
、

蕎
購
紀
の
威
立
に
㌧
就
い
て

伊
勢
高
這
に
於
け
る
教
義
要
素
と
し
て
、
二
野
時
代
に
は
慈
遍
檎

正
の
蕎
事
本
紀
玄
義
や
、
豊
輩
原
榊
風
和
記
、
或
は
産
繭
親
房
の

紳
皇
正
統
記
の
淋
代
の
記
述
に
、
勤
皇
精
紳
の
宣
揚
並
に
そ
の
一

要
素
と
な
っ
て
み
た
。
吏
に
下
っ
て
吉
閏
聯
道
の
教
典
唯
轟
道

名
法
要
集
に
は
、

　
　
問
、
三
部
隠
蔽
禦
。
答
、
先
袋
滋
藤
蕪
太

　
　
古
事
記
鍬
耀
県
紀
編
獣
親
是
墨
壷
葉
書
。

と
あ
る
が
、
吉
田
家
の
中
輿
褻
倶
の
著
と
見
ら
れ
る
こ
の
書
に
、

斯
く
の
如
く
主
張
さ
れ
て
、
爾
來
榊
道
蒙
始
め
、
｝
般
有
識
者
か

ら
も
、
証
本
書
紀
に
次
い
で
大
切
な
國
書
と
し
て
、
秘
書
と
し
て
、

殊
に
吉
田
家
を
背
景
と
す
る
吉
田
海
道
に
於
い
て
は
、
一
般
に
著

し
p
い
鍾
要
性
を
有
し
て
居
た
。

　
林
蚕
齢
は
理
當
心
地
夏
道
を
創
唱
し
、
そ
の
著
書
細
道
秘
傳
折

中
俗
解
の
画
廊
に
、

　
　
　
　
三
　
部
本
書

　
　
蕎
事
紀
十
雀
　
　
聖
徳
太
子
蘇
我
馬
子
爾
入
撰

　
　
古
纂
再
三
巷
　
　
太
安
麻
呂
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
鵡
紳
代
一
董
二
持
統
一

　
　
滋
本
紀
三
十
巷
　
底
入
親
王

第
二
十
八
巻
　
第
匹
號

六
七

（40エ）



蒋
纂
紀
の
乙
甲
に
就
い
て

　
　
　
山
ね
ノ
嵩
｝
部
ハ
鯖
脚
代
碧
・
リ
入
由
瓢
ヲ
カ
ケ
テ
磁
界
セ
リ
、
円
桝
本
鯖
爬

　
　
　
ハ
第
三
番
目
二
細
鱗
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
此
蹴
爾
ヲ
善
ト
ス
、
蓉

　
　
　
宵
帯
紀
古
駅
讐
記
ヲ
モ
雌
脅
兇
コ
ト
ハ
ア
ル
也

と
し
て
、
そ
の
出
挙
を
讃
へ
、
山
崎
闇
齋
の
垂
加
獣
道
も
亦
岡
様

で
あ
っ
た
。
吉
田
榊
道
の
分
派
吉
川
惟
足
の
榊
道
に
於
い
て
も
、

「
三
部
本
讐
事
」
と
し
て
、
吉
田
・
垂
加
淋
道
同
檬
、
蓉
欝
欝
を
大
切

に
し
て
居
る
。
け
れ
ど
も
多
田
義
俊
に
よ
り
儒
書
の
離
断
を
押
さ

れ
て
以
後
、
吉
見
幸
和
の
榊
道
五
部
書
読
辮
十
二
倦
に
よ
る
榊
道

五
部
書
の
儒
書
が
明
瞭
に
さ
れ
た
こ
と
と
共
に
、
星
者
か
漸
く
此

等
の
書
物
を
敬
遽
し
、
更
に
諸
榊
道
を
中
世
的
俗
榊
道
と
し
て
、

從
來
の
儒
書
的
態
慶
か
ら
批
判
的
態
慶
に
改
め
る
に
及
ん
で
、
國

要
素
の
鋭
い
科
畢
的
考
誰
塗
鞘
は
、
記
紀
と
倶
に
あ
っ
・
に
乱
声
紀

を
引
離
し
て
、
紳
典
と
し
て
の
古
典
か
ら
俗
書
と
し
て
葬
り
去
ら

う
と
し
た
。
斯
か
る
傾
向
の
結
果
、
万
事
紀
が
明
治
時
代
か
ら
大

正
を
維
て
、
昭
和
の
今
臼
の
畢
界
に
於
い
て
爾
、
記
紀
に
比
較
す

る
に
襟
り
に
研
究
が
絵
所
六
煙
し
く
さ
れ
て
ゐ
み
の
で
あ
る
。

　
一
般
美
術
や
、
彫
刻
類
の
如
く
霊
ハ
の
眞
循
鑑
別
が
勢
ひ
、
そ
の

も
の
」
慰
者
を
署
し
く
左
齎
す
る
な
ら
兎
も
角
、
垂
垂
紀
は
認
紀

第
二
十
八
巻
　
第
声
貌

六
八

と
棋
に
我
が
國
思
想
史
上
極
め
て
重
要
な
位
置
を
保
っ
て
居
た
こ

と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
今
日
の
醤
陸
墨
研
究
が
爾
初
歩
の
域
を
脆

し
て
居
ら
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
○
齋
部
廣
域
の
著
し
た
古

語
拾
逡
に
聞
す
る
研
究
に
比
較
し
て
も
、
遙
か
に
劣
っ
て
居
る
。

古
語
拾
遺
は
最
近
の
研
究
で
も
巾
島
辺
次
氏
・
溝
口
駒
造
畢
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

註
繹
を
鹸
ね
た
研
究
、
津
田
左
右
吉
氏
の
典
累
雑
誌
に
於
け
る
論

丈
、
本
邦
愛
墨
麦
論
叢
上
墾
の
山
本
信
哉
博
士
、
或
は
國
學
院
羅

誌
の
古
語
拾
逡
面
懸
號
が
あ
る
。
爲
眞
複
製
に
は
前
田
家
本
・
吉

田
家
本
か
公
刊
さ
れ
て
、
こ
の
研
究
は
記
紀
に
次
い
で
盛
ん
で
あ

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
…
鰹
事
紀
が
層
別
時
代
早
く
も
儒
撰
さ
れ
た
私
書
で
あ
っ
た
に
し

て
も
、
序
丈
を
除
い
て
本
必
滅
釜
を
絡
い
た
な
ら
ば
、
決
し
て
蔑

観
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
識
者
の
奏
し
く
論
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

寧
ろ
、
十
霧
の
各
巷
と
も
良
く
洗
錬
さ
れ
た
文
章
で
、
そ
の
組
織
・

内
容
は
、
我
等
を
し
て
慈
服
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
挙
安
時
代

の
麹
期
末
に
、
こ
の
や
う
な
近
代
風
の
篇
目
の
使
耀
、
記
述
、
紹

繰
を
以
て
熱
型
し
、
し
か
も
比
較
的
少
い
外
來
宗
教
の
影
響
に
止

ま
る
大
丈
章
に
は
、
寧
ろ
微
意
を
さ
へ
特
つ
も
の
で
あ
る
。

（　・le2　）



　
斯
か
る
意
義
を
有
す
る
奮
事
紀
の
域
立
、
所
謂
儒
書
年
代
に
蓋

し
て
、
先
輩
諸
大
家
の
貴
重
な
研
究
が
獲
表
せ
ら
れ
・
て
居
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
蕉
事
紀
を
主
題
と
し
た
、
そ
の
域
立
傅
承
に
附
す

る
論
丈
を
見
な
い
っ
私
は
警
察
紀
研
究
の
私
の
手
始
め
と
し
て
、

蕎
事
紀
漁
労
、
帥
ち
著
蓮
年
代
に
槍
討
を
加
へ
て
み
る
次
第
で
あ

る
。

｝謹

@
　
自
認
㎞
松
茂
琉
の
…
翻
跣
野
川
蛙
軍
叉
化
に
寄
一
構
さ
れ
た
「
置
綿
｛
菰
に
於
け
る
☆
桝

　
勲
記
の
傳
來
」
、
及
び
「
伊
勢
に
於
け
る
古
事
記
の
億
…
來
」

　
②
　
太
眠
三
論
丈
は
本
邦
史
學
史
論
三
二
巷
に
、
宇
佐
紳
正
康
氏
は
翻
語

　
國
丈
六
ノ
ご
　
「
甘
口
本
款
“
繋
囚
兜
史
難
考
」
、
闘
悶
晃
氏
は
声
誉
難
融
騨
五
一
ニ
ノ

　
　
一
二
に
、
上
代
に
於
け
る
「
日
諏
拳
溌
鐸
紀
立
脚
繭
…
の
研
・
究
」
o

　
③
本
邦
画
筆
吏
論
叢
下
巻
。

　
④
津
瞬
博
士
は
奥
學
難
誌
三
六
ノ
九
…
一
二
に
「
古
語
拾
遣
の
研
究
」
、

　
　
山
本
櫨
一
士
は
本
邦
史
墨
・
史
論
…
叢
の
ト
窯
勝
に
「
・
套
語
拾
慧
の
奥
的
僧
一
難
と

　
　
共
の
後
払
一
に
及
ぼ
せ
る
影
宙
吊
」
o

二
　
繹
日
本
紀
に
就
い
て

　
繹
田
本
紀
は
ト
部
懐
賢
（
十
方
）
の
撰
に
な
る
日
本
書
紀
の
註
羅

書
で
、
奈
良
時
代
以
後
挙
安
時
代
の
書
紀
講
遠
及
び
訓
訪
を
集
大

成
し
た
も
の
で
、
書
紀
研
究
奥
上
重
要
な
位
置
を
滋
め
る
も
の
で

舳
欝
築
紀
ゆ
威
立
に
麓
い
て

あ
る
。
繹
臼
本
紀
は
懐
賢
の
著
蓮
と
は
奮
ふ
も
の
Σ
著
作
年
代
不

明
に
し
て
、
現
存
す
る
古
鴇
本
申
最
古
の
も
の
と
云
は
れ
る
正
安

三
年
奥
書
の
前
田
家
本
か
ら
考
へ
る
に
、
安
藤
正
次
氏
は
丈
永
十

…
年
と
建
治
允
年
と
の
間
に
作
ら
れ
」
其
の
後
少
し
く
改
翻
さ
れ

て
居
る
と
云
ふ
黙
を
考
慮
に
入
れ
、
建
治
元
年
よ
り
も
稻
後
の
成

　
　
　
　
　
①

山払

_
ゆ
蟹
唱
へ
た
。
叛
本
ゐ
A
郎
櫨
四
士
は
丈
永
十
∴
年
よ
・
り
一
止
安
三
年

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

迄
の
間
と
せ
ら
れ
、
新
村
繊
博
士
は
文
永
弘
安
年
代
の
成
立
、
建
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
む

義
明
氏
は
先
の
安
藤
論
を
批
判
論
諮
さ
れ
て
、
後
掌
多
天
皇
御
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

位
頃
よ
り
以
後
伏
見
天
纂
の
正
慈
年
配
の
頃
と
推
定
さ
れ
た
。

以
上
四
三
の
研
究
を
槍
討
す
る
に
、
何
れ
も
＋
年
前
後
の
相
違
は

あ
る
。
か
、
火
器
鰍
に
新
　
村
博
士
読
の
文
永
弘
安
年
代
と
無
意
へ
れ
ば
、

大
し
た
網
違
は
あ
る
ま
い
。

　
此
の
麗
日
本
紀
に
は
、
奈
良
隣
代
か
ら
畢
安
時
代
に
か
け
て
朝

廷
に
行
は
れ
た
書
紀
講
書
に
蘭
す
る
私
記
を
始
め
、
今
日
淺
存
し

な
い
幾
多
古
書
の
一
部
を
牧
回
し
て
居
る
が
、
而
し
て
此
等
の
引

用
さ
れ
た
吉
血
ハ
は
面
一
、
自
燈
硲
五
－
至
巷
十
六
に
多
い
○
此
等

悔
の
古
典
の
中
に
、
難
事
紀
の
引
粥
例
が
多
数
見
存
さ
れ
る
。
蕾
重

恩
嫁
章
魚
本
紀
と
も
先
代
蕎
事
本
紀
と
も
鵜
さ
れ
て
藁
引
罵
箇
所

第
二
十
八
巻
　
第
溝
聾

六
九

（　A－03　）



　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
蕎
事
紀
の
威
立
K
就
い
て

は
総
計
三
五
箇
所
に
及
び
、
引
罵
さ
れ
て
居
る
懇
は
雀
一
、
自
雀

五
－
蕪
霧
十
五
、
雀
一
一
三
、
巷
二
四
で
、
釜
五
よ
り
雀
十
五
ば

各
雀
に
引
用
さ
れ
て
居
る
。

　
繹
日
本
紀
を
通
じ
て
、
上
代
の
書
紀
講
書
研
究
に
重
要
資
料
を

提
達
す
る
私
記
の
中
に
、
公
艶
私
記
・
延
喜
公
望
私
記
と
し
て
見

え
る
室
温
部
公
窪
の
私
記
、
帥
ち
雀
八
の
「
、
湯
鶏
魚
木
」
の
註
解

に
、　

　
公
艶
私
記
云
。
案
。
先
代
逸
事
本
紀
第
三
云
汝
。
居
二
皇
天

　
　
稚
彦
門
細
工
津
楓
木
之
秒
一
難
λ
の

と
あ
り
、
公
望
私
記
に
、
先
代
蓉
事
本
紀
廓
ち
愁
事
紀
が
引
用
さ

れ
て
居
る
の
は
、
公
望
の
時
代
、
已
に
醤
事
紀
の
流
布
し
た
事
實

を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
丈
は
薦
事
紀
の
毬
三
、
天
淋
本
紀
の
一
節
、
天
照
大
駆
が
出

雲
御
挙
定
を
な
し
給
ふ
詮
話
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
蕎
事
紀
魅
三

の
最
近
を
引
い
た
公
蟹
私
盟
は
、
一
心
何
時
の
講
書
の
私
記
か
、

　
　
養
老
講
鑓
・
　
　
從
四
位
下
腿
朝
臣
安
縢
吊

　
　
弘
仁
劇
毒
　
　
　
散
位
從
五
位
下
多
朝
駆
園
長

　
　
一
難
離
離
罵
姪
　
　
　
　
散
位
正
六
位
上
菅
阿
野
脅
％
挙

　
　
　
　
　
第
二
十
八
毬
　
第
㎎
號
　
　
　
七
〇

　
　
元
慶
講
鑓
　
　
　
從
五
位
下
前
教
善
淵
朝
臣
愛
威

　
　
延
喜
益
虫
　
　
　
從
五
位
下
大
言
頭
藤
原
朝
臣
春
海

　
　
承
畢
講
箋
　
　
　
從
五
位
下
行
紀
伊
槽
介
矢
田
部
公
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
康
保
寛
仁
　
　
　
搦
津
守
橘
仲
遽

　
現
在
明
か
に
さ
れ
て
居
る
書
紀
講
書
は
、
右
七
國
の
講
書
で
、

こ
れ
に
浮
す
る
記
録
は
弘
仁
私
記
序
・
寛
宴
歌
・
西
宮
記
・
貞
信

公
記
・
類
聚
符
宣
抄
・
臼
本
後
紀
、
及
び
羅
日
本
紀
に
散
見
し
て

居
る
。
男
心
は
元
慶
・
延
喜
・
翼
翼
の
三
講
書
に
渉
っ
て
在
世
し
、

延
喜
講
書
に
は
紀
傳
學
生
の
資
絡
で
樹
復
と
し
て
列
席
し
、
、
三
七

三
年
後
の
承
準
講
書
の
際
に
は
、
｝
、
從
五
位
下
行
紀
伊
構
介
し
に
昇

進
も
て
、
公
望
．
か
講
師
の
役
を
勤
め
た
。
公
窒
は
こ
れ
よ
り
十
八

年
後
の
天
暦
八
年
、
尚
存
命
し
て
居
た
こ
と
が
西
宮
記
の
「
十
二

月
荷
前
事
」
の
裏
書
に
記
さ
れ
て
居
る
。
公
整
は
こ
の
や
う
な
維

歴
を
も
つ
た
入
物
だ
が
、
羅
日
本
紀
に
引
か
れ
た
公
塾
私
記
は
何

時
の
書
紀
講
書
の
も
の
か
。
繹
日
本
紀
に
は
公
望
私
記
．
延
喜
公

望
私
詑
を
合
せ
て
、
三
十
朝
所
引
用
し
て
居
る
。
黙
黙
私
記
と
延

喜
公
望
私
記
と
同
｝
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
望
私
記
は
延
喜

翻
年
八
月
レ
守
り
同
菰
累
加
†
十
月
に
亙
っ
て
關
…
催
丁
∂
れ
轟
脳
延
粗
暴
講
勲
q
の
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も
の
に
他
な
ら
な
い
。
斯
か
る
前
提
に
よ
れ
ば
、
繹
日
本
紀
の
巻

八
の
㎝
、
湯
津
杜
木
」
の
註
の
公
蟻
私
記
に
見
え
る
蕾
事
紀
は
、
延
喜

講
潤
の
頃
已
に
流
布
し
て
居
た
も
の
と
量
は
れ
る
講
で
あ
る
。
公

整
私
記
と
延
喜
公
窒
私
寵
と
は
同
…
か
否
か
は
決
定
ゐ
難
い
も
の

と
し
て
も
、
公
望
私
記
は
宇
佐
紳
・
太
国
・
關
三
氏
の
研
究
を
綜
合

し
て
、
下
っ
て
も
延
喜
講
書
（
醐
る
な
ら
元
慶
講
書
）
の
際
の
筆
記

と
な
し
、
此
の
私
記
講
書
髭
勝
後
幾
分
筆
を
加
へ
ら
れ
て
完
成
し

た
も
の
と
見
る
の
が
安
當
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
公
蒙
私
記
を
以

て
、
叙
事
紀
は
延
喜
年
聞
、
已
に
胱
會
の
｝
部
に
流
布
し
て
、
古

典
と
し
て
奪
訂
せ
ら
れ
て
居
た
と
見
て
間
違
ひ
な
い
。
、

　
羅
日
本
紀
の
町
並
に
は
私
記
が
多
数
引
墨
挿
入
さ
れ
、
総
数
百

箇
所
を
超
過
す
る
程
に
の
ぼ
る
が
、
此
等
の
私
記
は
、
各
回
の
講

師
諸
博
士
の
私
記
が
含
ま
れ
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
、
全
部
同
一
の

私
記
で
は
な
く
、
伺
此
等
私
記
を
分
類
、
年
代
を
決
定
す
る
の
は

至
難
で
あ
る
。
繹
日
本
紀
の
巷
七
、
「
還
幸
國
所
〆
生
日
前
榊
也
」
の

註
、
私
記
の
一
節
に
、

　
　
尋
問
。
如
鵡
先
答
一
者
。
臼
紳
之
像
｝
整
骨
〆
如
γ
矛
。
而
叉
既

　
　
紀
一
書
意
。
使
二
天
糠
戸
造
シ
鏡
。
総
門
俘
勢
至
秘
之
大
榊

融欝

戟
E
紀
の
威
立
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む

　
　
也
。
先
代
蕎
事
本
紀
云
。
圓
判
造
型
像
砂
壌
心
逸
是
伊
勢
崇

　
　
秘
露
大
童
也
。
所
謂
八
銀
鏡
。
署
名
二
翼
経
津
鏡
一
是
也
。

　
　
…
…
…
…
…
答
。
重
難
叶
〆
理
。
短
慮
欝
〆
先
⑩
但
案
二
藤
事

　
　
本
紀
”
云
々
。

と
。
漫
事
紀
を
引
載
す
る
私
記
が
あ
り
、
更
に
同
霧
七
、
｝
、
稚
日
早

掘
」
の
條
の
私
記
に
も
見
え
て
居
る
。
、

　
繹
β
本
紀
の
宮
淵
、
「
開
題
」
に
於
い
て
、

　
間
。
撰
判
修
此
書
一
之
時
。
以
二
何
書
一
翼
ゾ
本
訴
。

　
　
答
。
師
論
。
或
云
。
以
轟
古
事
記
齢
爲
ド
本
。
或
云
。
以
㎜
脚
先
代

　
　
蕎
事
本
紀
一
言
二
本
。
…
似
以
二
古
事
記
｝
爲
ド
本
者
。
多
有
漏
相
違

　
　
之
丈
而
　
＋
口
一
畢
記
者
ロ
バ
以
W
二
　
轟
払
出
縁
一
　
爲
μ
｛
　
が
。
　
不
r
鼎
労
一
一
肯
く
．
句
之

　
　
躰
而
伍
撰
修
之
間
頗
有
二
改
易
幻
云
汝
。
弼
今
見
瓢
雑
書
崎
所
ゲ

　
　
載
鹿
野
者
。
全
是
蕾
事
本
紀
之
文
也
。
注
丈
一
書
士
之
塵
。

　
　
多
引
二
古
纂
記
之
文
ゆ
況
蕎
事
本
紀
者
。
二
宮
太
子
全
転
写
維

　
　
皮
之
例
ゆ
能
勢
二
文
筆
之
躰
噌
或
紳
名
用
ド
訓
之
嘘
。
更
不
〆

　
　
交
〆
音
。
或
鵠
名
用
〆
晋
之
塵
。
亦
不
〆
交
ノ
訓
。
國
鴬
立
奪
。

　
　
股
駅
慮
嶋
。
是
其
一
端
也
。
群
書
弊
高
岡
二
彼
書
鱒
其
所
載

　
　
逆
引
二
彼
篠
崎
然
竹
藪
二
先
代
農
事
本
紀
’
爲
γ
本
所
γ
撰
也
。

第
ご
十
八
巻
　
第
四
盤

．
七
一
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覆
川
事
紀
の
成
立
に
就
い
て

　
　
膚
鹸
…
闘
門
假
借
図
書
。
難
r
有
二
其
数
殉
露
華
二
…
書
冊
置
二
於

　
　
注
叩

　
問
。
考
論
叢
訳
書
国
議
下
以
一
一
慰
書
一
備
串
其
調
度
上
哉
。

　
　
答
。
師
読
。
先
代
蕎
藥
本
紀
。
上
宮
記
。
宵
掌
記
。
大
倭
本

　
　
紀
。
假
名
臼
本
紀
等
是
也
。

　
｛
且
撰
4
修
此
畿
鰭
し
の
質
、
開
　
に
…
醜
し
、
組
下
師
は
答
へ
る
に
、
古
事
記

と
篠
事
紀
と
に
比
較
槍
討
を
加
へ
て
、
古
事
記
の
記
述
は
其
の
中

に
蕾
．
事
紀
の
記
蓮
の
引
用
多
く
、
更
に
振
事
紀
の
記
翅
は
古
製
に

し
て
、
古
事
記
は
、
以
二
先
代
節
事
本
紀
榊
爲
γ
本
所
臼
蓋
也
聖
芝
結
論

し
た
。
次
に
講
師
は
書
紀
研
究
の
便
宜
の
書
物
に
、
奮
事
紀
を
第

一
位
に
暴
け
、
盛
事
記
は
上
宮
記
の
次
位
に
し
て
、
総
じ
て
奇
事

紀
第
一
位
、
古
事
詑
第
三
位
に
置
い
て
居
る
。
此
の
や
う
な
醤
纂

紀
鯨
重
の
傾
向
は
．
挙
安
末
期
か
ら
申
出
の
累
界
に
網
當
共
通
性
が

見
受
け
ら
れ
、
殊
に
捗
勢
紳
道
・
吉
田
覇
道
關
係
に
著
し
い
も
の

が
あ
る
。

　
既
の
灘
日
本
紀
の
、
蘭
題
篇
に
引
載
さ
れ
た
私
記
は
何
時
の
書
紀

講
書
の
も
の
か
．
、
鴬
私
記
は
新
訂
三
三
三
炭
大
系
第
八
霧
に
牧
め

ら
れ
た
、
田
本
書
紀
私
記
の
燐
謂
臨
本
の
｝
節
を
抜
諾
し
た
も
の
で

第
二
十
八
巻
　
第
匹
號

七
二

あ
る
。
黒
板
博
士
は
此
の
私
艶
を
「
承
季
六
年
私
記
の
零
本
」
と

推
定
さ
れ
た
。
丁
本
が
承
挙
講
書
の
私
記
と
す
る
な
ら
ば
、
先
の

薔
事
紀
の
見
方
は
、
承
平
の
當
時
已
に
飯
事
紀
の
古
典
と
し
て
の

信
用
と
普
及
と
が
柑
営
な
範
國
に
行
は
れ
て
居
て
、
承
築
の
書
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

講
書
で
此
の
問
題
か
宵
纂
記
と
の
比
較
論
の
形
に
於
い
て
質
疑
さ

れ
、
早
事
紀
は
古
纂
記
よ
り
は
｝
灘
浜
い
も
の
と
の
判
断
が
下
さ
子

｝
れ
た
の
で
あ
る
。
承
挙
講
書
は
麺
喜
講
書
よ
り
三
十
三
年
後
で
、

前
回
の
延
喜
講
書
に
巳
に
問
題
と
な
っ
て
居
た
ら
し
く
、
先
の
引

用
私
記
に
、
「
師
記
。
先
師
概
論
云
浸
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
に
開

塾
し
て
の
…
蓄
葉
か
。

置
①
世
界
翌
典
ゑ
集
の
繕
本
業
紀
綴
代
巻
解
設
、
及
び
古
典
と
古
語
の
「
古

　
　
典
研
究
史
上
に
於
け
る
購
本
嘗
祀
」

　
②
　
欝
本
丈
慧
…
・
僻
撫
ハ
の
罧
口
本
紀
解
…
題
。

　
③
　
　
M
図
厚
炉
院
航
籏
噸
ゆ
槻
門
六
ノ
ニ
　
，
鶏
口
翻
脚
難
醸
心
」

　
④
昭
和
＋
二
年
六
月
號
の
「
罧
冒
本
紀
撰
蓬
年
考
」

　
⑤
　
　
㎞
閣
灘
韻
団
門
丈
六
ノ
ニ
字
佐
紳
正
康
氏
【
匹
欝
隔
不
勲
目
紀
研
究
難
考
」

　
三
　
年
申
行
黙
秘
抄
と
長
寛
勘
蒸

器
臼
本
紀
よ
り
や
・
古
く
労
る
書
物
の
年
中
行
事
秘
抄
に
「
醤
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事
紀
が
使
用
さ
れ
て
居
る
。
年
中
行
事
層
層
は
著
者
、
及
び
著
作

年
層
も
不
明
で
あ
る
が
、
櫻
井
秀
博
士
は
「
羅
安
季
世
ま
で
の
例

だ
け
し
か
見
え
て
居
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
考
へ
る
と
、
鍮
倉
初
世
に
出

來
た
も
の
か
と
も
想
は
れ
F
晒
（
新
校
群
書
類
從
の
解
題
）
る
と
、
研

究
し
て
居
る
。

　
即
ち
正
月
の
「
晦
日
榊
祇
官
供
判
御
購
物
一
事
し
、
四
月
の
「
上
灘

聞
太
榊
宮
祭
事
奪
…
、
同
月
の
…
、
松
尾
祭
事
繰
九
月
の
「
十
二
日
有
二
後

脳
こ
の
條
に
、
「
蕉
事
紀
云
2
…
、
若
は
「
先
代
蕾
薯
本
紀
宏
」
と
し
て

見
え
て
居
る
。

　
伊
勢
紳
宮
と
熊
野
構
現
と
祭
儀
の
同
然
な
り
や
、
否
や
の
問
題

を
取
上
げ
て
居
る
長
寛
勘
丈
を
見
る
と
、
矢
張
り
「
先
代
醤
事
本

紀
賦
し
・
「
蕎
薯
本
紀
鐵
紘
∴
、
先
代
蓉
纂
天
孫
本
紀
云
」
な
ど
と
、

数
箇
條
の
丈
句
を
、
日
本
書
紀
・
古
認
拾
澄
な
ど
と
共
に
引
胴
し

て
屠
る
。

　
先
に
響
け
た
艶
本
院
本
書
紀
私
記
の
蕉
事
紀
を
以
て
本
朝
愛
書

の
最
初
と
す
る
承
築
講
轡
の
博
士
（
講
師
）
読
は
、
長
寛
黒
影
が
編

纂
さ
れ
た
頃
に
は
、
藥
界
　
般
の
定
論
と
な
っ
て
居
た
も
の
と
恩

は
れ
∵
⇔
。
　
櫨
猟
蜘
三
綱
翻
丈
に
は
糠
鷺
轟
澱
麗
w
か
「
推
論
馬
蝿
八
磁
瓶
田
梯
瀦
醐
の
顯
門
題
劇
蟹
取

躯
醤
壌
紀
の
威
立
に
就
い
て
甲

扱
ふ
場
合
に
、
こ
レ
で
は
誰
櫨
と
し
て
引
舎
に
繍
さ
れ
て
居
る
。

卍
即
ち
此
の
勘
丈
に
瀾
聯
し
て
獲
生
し
た
伊
勢
紳
宮
・
熊
野
擁
親
と

を
癌
性
と
な
す
べ
き
か
、
否
か
の
聞
流
に
、
刑
部
卿
藤
原
範
鹸
・
掃

部
頭
蘂
大
外
記
博
士
越
前
守
中
原
型
光
・
式
部
大
輔
藤
原
永
範
・

鎭
守
府
將
軍
丈
章
博
士
藤
原
長
光
・
太
政
大
随
藤
隙
伊
通
・
助
教

清
原
頼
業
等
、
此
の
時
代
の
代
表
陶
入
物
に
し
て
、
し
か
も
學
才

に
秀
で
た
上
歯
等
が
、
蕾
事
紀
に
警
衛
を
置
い
て
問
題
を
解
結
し

よ
う
と
し
て
重
る
。
長
寛
勧
丈
は
煮
ふ
迄
も
な
く
、
挙
民
一
門
の

隆
盛
を
極
め
た
　
二
．
條
天
皇
の
郷
代
に
編
輯
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ

故
に
築
安
末
期
の
営
瞬
は
、
蕉
事
紀
は
古
事
記
に
先
だ
つ
古
典
と

し
て
、
學
界
の
常
識
と
な
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

四
　
惟
宗
氏
の
著
蓮

　
惟
宗
允
亮
の
著
蓮
の
代
表
的
丈
撒
と
し
て
、
敷
事
要
略
が
あ
る
。

允
亮
に
は
此
の
他
に
類
豪
覇
集
・
類
軍
律
令
刑
窟
問
答
私
記
、
及

び
彼
の
臼
記
即
ち
宗
河
蝕
が
あ
る
。
類
語
判
集
、
類
聚
律
令
尉
宮

問
答
私
詑
は
本
朝
書
籍
忍
業
に
見
え
て
居
る
だ
け
で
、
今
は
亡
解

し
て
見
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
宗
河
懇
は
鷺
宮
詑
・
清
癬
詩
抄
に
、

第
二
十
八
巷
　
第
閥
盤

七
一
一
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蒋
纂
紀
の
威
立
に
就
い
て

…
部
分
が
引
薦
さ
れ
て
居
る
に
遜
ぎ
す
、
致
照
影
際
が
允
亮
の
下

思
と
し
て
去
勢
す
る
唾
一
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
も
本
朝

書
籍
図
録
に
百
三
十
巷
と
あ
り
な
が
ら
、
今
は
僅
か
に
二
十
六
雀

存
し
て
居
る
に
す
ぎ
な
や
壷
錐
の
嚢
ハ
・
脚
ち
箒
行

事
＋
一
月
の
條
に
、

　
　
醤
事
本
記
云
。
天
照
光
瀞
以
二
天
荻
田
一
男
二
御
田
殉
亦
御
田

　
　
有
二
三
臓
崎
號
日
二
天
安
田
。
天
築
田
。
天
邑
井
田
4
並
零
幸

　
　
田
之
上
。
難
〆
維
二
二
富
川
而
無
γ
所
二
損
傷
嚇
突
。

と
。
蕾
警
士
の
雀
二
、
聖
霊
本
紀
の
｝
節
を
引
い
て
居
る
。
政
事

要
略
は
巷
二
十
六
に
、
「
今
上
正
．
暦
四
年
十
一
月
一
日
云
汝
」
と
記

述
が
あ
る
か
ら
、
　
條
天
皇
の
御
代
に
撰
、
述
さ
れ
た
こ
と
は
明
瞭

で
あ
る
。

　
本
朝
月
浦
は
惟
宗
公
方
の
撰
で
、
政
事
要
略
の
著
者
允
亮
の
国

父
に
覚
る
。
此
の
本
朝
月
令
の
四
月
朔
日
の
條
に
、

　
　
同
日
松
尾
祭
事
。
先
代
蕎
事
本
紀
云
。

と
、
蕉
事
紀
巷
四
、
地
榊
本
紀
の
一
箇
を
載
せ
て
居
る
。
本
書
を

著
し
た
公
方
は
、
醍
醐
天
皇
・
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
・
冷
泉
天

皇
の
四
代
に
仕
へ
、
明
法
博
士
と
な
り
、
そ
の
足
跡
は
學
げ
て
君

第
二
十
八
巻
　
第
鶴
號

七
鰻

ふ
べ
き
程
の
も
の
が
あ
り
、
公
方
の
履
謄
か
ら
押
し
て
、
本
朝
月

令
は
そ
の
晩
年
、
村
上
天
皇
の
頃
と
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
鉦
時
代
の

下
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　
斯
く
の
如
く
述
べ
て
、
難
事
紀
の
成
立
年
代
を
本
書
か
ら
時
代

的
に
想
像
す
る
と
、
本
朝
月
令
を
　
村
上
天
皇
の
時
の
も
．
の
と
し

て
も
、
　
醍
醐
天
皇
の
延
喜
の
時
よ
り
約
四
十
年
位
し
か
維
過
し

て
居
ら
す
、
兎
に
角
此
の
時
代
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
断
雷

が
掲
來
る
。
汐
時
公
方
の
地
位
は
惟
宗
｝
門
の
當
主
と
し
て
、
ま

た
彼
は
鴬
町
に
於
け
る
學
界
の
璽
鎭
で
あ
り
、
下
っ
て
孫
の
允
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
大
江
匡
屠
か
ら
「
天
下
之
一
物
也
し
と
迄
推
奨
せ
ら
れ
、
畢
識
を

稻
へ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
術
公
方
の
父
に
直
本
が
あ
り
、
令
集

解
を
著
は
し
、
惟
宗
氏
は
律
令
學
者
を
鴛
出
せ
し
め
た
名
門
で
あ

る
。
各
時
代
を
代
表
す
る
此
等
學
者
が
、
延
喜
年
間
を
僅
か
に
下

る
頃
、
已
に
淫
事
紀
を
重
用
し
た
こ
と
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

謡
①
　
政
事
要
略
の
考
誕
に
關
し
て
は
、
和
田
博
士
の
本
朝
書
籍
固
録
考
謹

　
及
び
國
最
口
解
…
二
二
画
鯵
照
し
た
。
政
事
要
略
は
災
鰹
集
覧
・
罠
本
総
濟
大

　
典
、
新
訂
櫓
補
閣
史
大
系
に
収
め
ら
る
）

　
②
績
本
朝
独
生
傳
滲
照
。

（40S）
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五
　
令
集
解
の
蕾
事
紀
引
用
丈
に
就
い
て

　
故
和
田
英
松
博
士
は
此
の
成
立
年
代
に
讃
し
て
、
［
、
令
集
解
榊
祇

官
の
條
に
、
こ
の
書
を
古
事
記
と
し
て
引
き
た
る
を
見
れ
ば
、
そ
の

頃
ま
で
は
、
古
事
記
と
も
記
し
た
る
も
の
あ
り
。
そ
の
醤
事
紀
と

定
ま
り
し
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
こ
と
な
ら
ん
」
と
、
推
定
を
下
し

て
居
る
ゆ
山
本
信
哉
博
士
も
亦
、
和
田
博
士
と
同
様
な
見
解
で
、
，

　
　
予
の
考
按
で
は
、
蕎
事
本
紀
は
、
．
、
彼
の
儒
書
濫
造
を
以
て
有

　
　
名
で
あ
っ
た
延
謄
大
同
の
交
よ
り
も
較
女
早
に
餌
來
た
も
の

　
　
で
、
帥
ち
嵯
蛾
天
皇
の
弘
仁
十
四
年
以
後
、
翼
成
天
塁
の
元

　
　
慶
七
年
以
前
、
凡
そ
五
十
学
年
の
間
に
儒
作
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
①

　
　
ら
う
と
想
ふ
。

と
嘉
事
紀
の
儒
作
時
期
を
推
矩
し
て
居
る
。
此
の
研
究
も
令
集
解

を
引
合
に
卸
し
て
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
爾
博
士
の
誰
櫨

出
典
と
さ
れ
る
令
葉
解
は
、
前
に
も
；
繭
し
た
如
く
、
本
朝
月
令

を
著
し
た
公
方
の
父
、
直
本
の
撰
書
で
、
爾
博
士
の
指
摘
さ
れ
て

居
る
記
述
は
、
急
募
、
騨
紙
官
の
鎭
魂
祭
の
註
の
一
節
、
即
ち

　
　
朱
宏
、
鎭
魂
㌦
謂
罫
紙
令
仲
参
寅
日
、
鎭
魂
祭
者
是
、
問
、

蕉
憲
Ψ
紀
の
脚
立
K
就
い
て

　
　
鎭
魂
祭
何
紳
、
答
、
紳
祇
旧
式
云
、
鎭
魂
祭
三
八
座
、
紳
魂
、

　
　
高
御
魂
、
国
魂
、
足
魂
、
魂
三
州
、
大
富
女
、
御
膳
魂
、
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
塾
主
、
問
、
細
布
利
之
由
、
答
、
古
事
記
云
、
饒
烈
日
命
、
．

　
　
降
宮
天
時
、
天
寮
母
瑞
野
釣
種
、
息
薄
墨
一
、
部
津
鏡
一
、

　
　
八
握
劔
一
、
生
玉
一
、
足
玉
一
、
死
反
玉
一
、
道
号
玉
｝
、

　
　
蛇
比
禮
｝
、
蜂
比
禮
一
、
晶
晶
物
比
禮
一
、
教
導
若
御
学
者
、

　
　
令
藪
十
寳
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
欝
積
、
布
黒
部
由
良
由

　
　
黙
止
誤
電
部
黒
影
爲
冠
者
、
死
人
反
生
突
。

　
右
の
丈
巾
「
古
事
託
云
」
以
下
を
指
し
て
居
る
の
で
あ
り
、
域
程

こ
・
に
古
事
記
と
云
ふ
も
の
の
以
下
の
丈
章
は
警
急
紀
の
毬
三
、

天
紳
本
紀
の
一
箇
と
大
照
同
文
で
あ
り
、
斯
か
る
＋
種
紳
賓
傳
は

現
在
の
記
紀
、
其
他
に
は
獲
見
禺
來
な
い
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
令
藥
解
の
「
古
事
記
心
し
の
引
用
丈
を
以
て
濡
事
紀
の
丈
と
解

課
し
、
當
時
巳
に
美
事
紀
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
は
一
見

．
尤
も
の
や
う
で
あ
る
が
、
樹
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
飴
地
が
あ

る
。

　
令
集
解
に
引
遅
し
た
書
物
は
遷
し
い
勲
に
昇
る
が
、
割
舎
漢
籍

が
多
く
、
和
書
は
比
較
的
に
少
い
。
そ
の
群
書
の
う
ち
で
黛
本
書

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巷
　
第
閾
號
　
　
　
七
五
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蒋
事
紀
の
成
立
に
就
い
て

紀
の
名
は
見
え
る
が
、
吉
事
記
と
書
か
れ
て
居
る
の
は
、
右
の
｝

箇
所
に
止
ま
り
、
此
の
文
章
も
亦
我
々
の
知
る
繁
藤
謡
本
系
統
の

古
事
記
に
、
企
く
現
れ
て
居
ら
ぬ
記
事
と
す
れ
ば
、
所
謂
宵
事
記

に
異
本
存
在
説
や
、
儒
書
詮
な
ど
の
閥
題
を
提
零
す
る
一
資
料
と

な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
令
集
解
の
「
古
事
記
茸
」
を
そ
の
ま
、

奮
事
紀
の
丈
の
引
解
と
も
、
雷
時
、
或
は
此
の
本
に
断
て
近
事
紀

を
古
事
記
と
混
同
し
た
り
、
談
記
し
た
と
云
ふ
論
に
は
同
意
し
得

な
い
。
そ
れ
は
令
集
解
の
此
の
丈
章
と
、
現
存
の
蕉
事
紀
の
丈
章

と
に
相
當
な
差
異
を
獲
辞
す
る
か
ら
で
あ
る
。
長
年
書
爲
さ
れ
て

居
る
間
に
譲
爲
を
生
ん
だ
と
し
て
も
、
こ
の
や
う
に
相
異
し
て
居

る
艦
を
、
直
に
岡
丈
と
か
、
嗣
書
と
か
と
判
断
す
る
の
は
危
瞼
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
二
種
の
傳
來
本
が
存
在
す
る
か
と
云
へ
る
か
、

左
様
で
も
な
い
。
、

　
嘗
て
筏
勲
氏
が
難
誌
文
學
に
、
此
の
問
題
に
論
及
せ
ら
れ
、
氏

の
知
己
よ
り
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
前
田
家
本
其
他
の
古
徳
本
に
『
古

　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
③

事
穴
云
㎞
と
あ
っ
て
、
『
宵
事
記
』
と
な
い
」
と
嚢
表
さ
れ
た
。
そ
も

く
令
集
解
に
は
多
敬
の
漢
籍
國
書
が
引
用
さ
れ
て
居
て
、
そ
の

中
に
【
、
生
去
」
・
「
鉱
油
「
　
よ
、
朱
逸
し
・
「
貞
云
」
・
「
跡
云
」
・
「
先
云
」
・

　
　
　
　
　
櫓
禦
二
十
八
巻
　
　
第
燭
號
、
　
　
　
七
六

　、

ﾉ
厳
し
な
ど
と
倶
に
、
「
穴
去
」
の
細
字
が
屡
委
見
え
て
居
る
。
「
穴

云
」
と
云
ふ
護
方
に
…
從
っ
て
聞
題
の
丈
を
綴
れ
ば
、
「
古
事
穴
云
」
と

な
り
、
｝
，
答
フ
、
古
事
ナ
リ
。
穴
云
」
と
讃
む
こ
と
に
な
る
。
依
っ

て
、
和
田
・
山
本
爾
博
士
の
研
究
は
識
量
を
生
じ
て
く
る
の
で
あ

る
。
　
「
穴
宏
」
の
穴
氏
に
關
し
て
は
、
姓
氏
録
に
齢
化
入
の
一
挙

と
し
て
添
え
る
が
、
群
群
の
業
綴
、
そ
の
他
に
即
し
て
は
詳
し
く

は
わ
か
っ
て
居
ら
ぬ
。

　
薪
訂
囎
補
國
皮
大
系
に
予
め
ら
れ
た
政
事
要
略
の
獣
肉
六
、
｛
、
中

馬
鞭
魂
祭
事
」
に
桝
か
れ
た
藁
解
云
」
に
は
、
「
答
。
古
事
報
答
と

な
っ
て
居
る
。
依
っ
て
、
今
度
は
前
に
総
ぴ
た
筏
勲
氏
の
読
が
否

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
の
、
疑
問
に
到
達
す
る
。
東
京
帝
國

大
聖
臨
書
館
所
藏
の
「
作
之
館
丈
庫
印
」
の
有
す
る
政
事
要
略
は
矢

　
　
　
　
　
む

張
り
「
答
古
薯
記
」
と
な
っ
て
居
る
。
同
じ
く
大
桑
所
藏
の
「
花
廼
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

家
文
庫
」
本
は
、
”
興
の
奥
書
に
、

　
　
天
保
六
痛
威
次
乙
轟
木
六
月
以
瞥
旧
著
論
励
声
塙
保
己
｝
…
黒
本
令
「
謄
．
爲
r

　
　
加
一
校
畢
　
藤
原
朝
曇
慶
前

と
記
し
大
塚
本
で
あ
る
。
樹
跳
の
奥
碧
を
持
つ
粒
餌
統
で
、
し
か

も
紀
伊
吉
重
宝
本
、
即
ち
南
葵
丈
庫
本
が
同
綴
に
大
立
岡
書
館
の

（戯。）



貴
重
本
と
な
っ
て
居
る
。
今
先
の
雌
花
廼
家
文
庫
」
に
依
っ
て
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

題
の
虞
を
見
る
と
、
「
答
盲
爆
穴
云
饒
速
平
壌
寧
歳
」
と
記
し
て
居

る
。
從
っ
て
此
の
本
の
親
本
に
當
る
南
紀
丈
黒
本
も
、
そ
の
底
本

た
る
塙
保
己
一
漸
濫
費
あ
「
穴
云
」
と
な
っ
て
農
ら
う
こ
と
は
間

違
ひ
な
か
ら
　
・
毒
し
て
蟹
素
本
の
輩
諦
も
、
「
作
之
館

思
念
」
本
の
そ
れ
も
誤
り
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
依
っ
て
爾
博
士

の
論
も
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
令
集
解
の
最
吉
の
諸
本
に
は
内
閣
所
藏
の
金
澤
丈
庫
本
、
又
榊

誌
面
庫
所
藏
に
か
』
は
る
金
澤
書
庫
の
摸
爲
が
保
存
さ
れ
て
居
る

が
、
藪
に
後
者
の
紳
褐
雲
影
本
を
調
査
す
る
に
、
流
布
本
と
韻
雷

に
記
述
に
相
違
す
る
黙
の
あ
る
こ
と
が
量
見
娼
來
る
。
今
假
に
便

宜
上
紳
暫
丈
浮
気
を
金
澤
本
と
し
、
他
を
流
布
本
と
略
題
し
て
ゐ

金
澤
本
の
巷
二
、
職
員
令
の
鎭
魂
祭
の
註
記
に
注
意
す
る
と
、
流
布

本
に
記
す
此
の
本
と
勘
違
す
る
顕
職
を
、
朱
筆
を
以
て
各
行
の
闇

に
傍
書
し
て
居
る
。
金
澤
本
と
流
布
本
と
の
鎭
魂
祭
の
註
記
は
、

「
答
古
事
穴
云
」
の
丈
の
前
震
は
金
く
嗣
丈
で
あ
る
が
、
金
澤
本
に

は
「
答
古
事
穴
云
」
以
下
の
註
記
は
金
然
歓
け
て
此
の
記
述
が
な

い
。
流
布
本
に
今
無
見
え
る
や
う
な
註
記
は
、
金
澤
本
の
識
記
よ

盤
纂
紀
の
域
立
に
就
い
て

り
絹
嘗
長
い
丈
と
な
っ
て
居
る
。

　
斯
檬
に
し
て
金
澤
本
令
集
解
の
職
員
令
、
銀
魂
祭
の
註
記
に
、

「
答
志
二
軍
云
，
　
以
下
の
引
用
文
の
記
蓮
が
解
く
歓
け
て
居
る
の
を

知
る
。
そ
れ
故
に
現
在
一
般
に
我
六
の
知
る
令
集
解
は
、
金
澤
本

成
立
以
後
に
於
い
て
改
髄
さ
れ
た
も
の
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
兎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

に
角
政
事
要
略
に
「
集
解
云
」
と
し
て
、
「
答
古
事
穴
重
し
の
丈
伺
が

引
用
さ
れ
て
居
る
以
上
、
絹
嘗
に
古
く
改
欄
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
課
金
澤
本
の
圏
係
箇
所
の
各
行
間
の
張
筆
、
即
ち
流
布
本
に

見
え
る
註
記
は
・
葬
詠
と
な
く
・
却
舞
と
な
っ
て
蒼
。
そ

れ
故
に
令
集
解
が
改
鰯
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
書
初
め
か
ら
金
澤

本
・
流
布
本
の
二
種
の
本
か
存
在
し
て
居
た
と
し
て
も
、
「
穴
」
と

の
確
論
が
あ
る
以
上
、
從
來
の
「
古
事
記
」
部
ち
「
蕎
事
紀
－
読
は
否

内
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
爾
渠
鐵
寛
博
士
の
、
物
部
氏
纂
記
」
の
此
の

團
係
事
項
は
矢
張
り
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

｝蔽

@
　
・
不
癩
脚
勲
闘
無
一
目
録
申
劣
詮
の
鞍
門
纂
本
紀
の
解
説
。

　
②
摩
旧
史
學
論
叢
上
当
所
牧
の
「
古
語
拾
逡
の
史
的
積
穂
と
典
の
後
世

　
　
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
。

　
③
，
昭
勲
七
年
三
簿
號
の
【
、
古
写
記
・
奮
築
｛
傘
紀
激
甲
継
一
箪
　
式
に
葡
帥
て
」

第
二
…
十
八
巻
　
第
四
銑

七
七

（　‘111　）



蒋
鐵
紀
の
戒
立
K
就
い
て

④
　
帝
國
【
大
爆
ず
本
の
調
査
は
照
属
扁
糖
靹
W
鉱
化
研
究
所
の
田
串
久
夫
氏
K
御
　

　
出
農
労
を
願
ひ
、
氏
か
ら
…
貫
露
な
養
料
を
教
示
下
さ
れ
た
。
禽
紳
宮
本
丈

　
庫
｛
傘
は
岡
曖
米
炎
氏
の
教
示
を
頂
い
た
。

六
　
結

訟fima

　
以
上
述
べ
た
や
う
に
、
薬
事
紀
は
我
が
國
の
典
學
・
思
想
・
三

道
皮
上
に
於
い
て
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
と
共
に
、
・
最
も
重
要
な

位
置
を
吉
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
更
に
贅
嘗
を
要
し
ま
い
。
し

か
し
な
が
ら
此
の
論
述
の
秘
め
に
一
言
し
た
や
う
に
、
遅
々
紀
が

上
宮
太
子
撰
と
し
た
序
丈
と
は
全
く
網
違
し
た
後
世
の
儒
撰
で
あ

る
故
を
以
て
、
今
日
な
ほ
學
界
か
ら
は
記
紀
に
比
較
し
て
、
絵
り

に
顧
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
　
　
脚

　
承
畢
年
間
に
於
け
る
日
本
書
紀
講
書
の
頃
か
ら
、
奮
翠
煙
は
古

・
事
記
よ
り
は
、
寧
ろ
以
上
に
奪
重
せ
ら
れ
て
、
準
安
時
代
か
ら
鎌

倉
、
吉
野
時
代
以
後
江
戸
時
代
の
中
頃
ま
で
、
我
が
國
の
最
古
の

皮
書
と
し
て
、
記
紀
と
僕
に
極
め
て
重
要
性
を
有
し
て
み
た
。
此

の
蒼
三
十
の
成
立
時
代
に
翻
し
て
は
、
昇
騰
令
集
解
の
3
1
用
丈
、

十
種
野
田
に
間
す
る
古
事
記
丈
を
指
摘
し
て
、
十
種
神
費
の
丈
章

第
二
十
八
巻
　
第
獺
阿
號

七
入

が
醤
書
紀
以
外
に
記
さ
れ
て
居
な
い
故
に
、
古
事
記
は
蓉
事
紀
の

誠
賦
り
で
、
令
藥
解
編
纂
零
時
は
蕎
事
紀
は
望
事
記
と
誤
っ
て
記
さ

れ
、
叉
は
混
周
さ
れ
て
考
へ
て
居
た
も
の
で
あ
ら
う
と
蝋
引
は
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羅
し
て
み
た
が
、
先
に
述
べ
た
如
く
古
事
詑
は
古
事
穴
の
間
違

ひ
、
脚
ち
誤
篇
で
あ
り
、
更
に
金
澤
本
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
令
集

解
の
＋
種
淋
寳
に
糾
す
る
引
胴
丈
を
以
て
す
る
、
商
事
紀
成
立
の

研
究
は
否
定
さ
れ
た
課
で
あ
る
○

　
繹
日
本
紀
の
翁
一
、
「
開
講
」
に
3
1
用
さ
れ
た
日
本
書
紀
私
記
、

盈
ち
所
謂
丁
本
か
ら
、
墨
田
蟻
私
記
は
延
喜
講
書
（
太
閏
氏
の
元

慶
講
書
と
見
て
居
る
研
究
に
從
へ
ば
、
更
に
公
望
私
記
は
二
十
鉱

前
に
走
る
）
以
後
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

蕎
事
紀
は
延
喜
講
書
の
頃
に
於
い
て
は
、
已
に
一
部
の
墨
界
に
相
．

當
流
布
し
て
、
使
幣
さ
れ
て
居
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
を
裏

書
す
る
も
の
と
し
て
、
延
喜
年
間
を
三
、
四
十
伍
迄
は
下
ら
な
い

著
蓮
と
考
へ
る
惟
宗
公
方
の
本
朝
月
切
に
、
蕉
事
紀
が
使
用
さ
れ

て
居
る
の
は
、
醍
醐
天
皇
の
延
喜
講
書
前
後
の
頃
、
蕉
事
紀
が
流

布
し
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
延
喜
講
書
か
ら
三
十
三
年
を
維

過
し
た
承
挙
講
書
の
講
師
は
轟
蕎
事
紀
を
本
朝
皮
書
の
始
め
と
し

（‘112）



て
、
最
大
の
敬
意
を
表
し
て
居
る
◎
繹
臼
本
紀
の
著
書
は
、
此
の

論
を
雀
｝
の
「
開
題
」
に
採
胴
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
、
蕎
事
紀
の
成
立
は
大
同
年
間
（
古
語
拾
逡
編
纂
）
以
後
、

延
菩
蒋
代
以
前
に
湖
る
も
の
で
、
此
の
期
間
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
遽
ひ
な
い
。

　
鹸
言
に
渡
る
が
、
後
世
蕪
事
紀
が
十
巻
で
な
く
、
三
十
倦
で
あ

る
と
の
論
が
流
布
さ
れ
、
太
挙
記
の
巷
六
【
，
正
威
天
王
寺
未
來
認

披
見
事
し
に
三
十
雀
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
爾
賛
同
す
る
藩
も
あ
る

や
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
引
い
た
日
本
書
紀
私
記
丁
本
に
、

「
先
代
醤
事
本
紀
十
霧
」
と
明
瞭
に
さ
れ
て
居
る
の
を
以
て
、
三

十
巷
論
は
誤
ち
で
あ
る
。
叉
橘
守
部
の
奮
事
紀
直
日
の
如
く
、
旧

事
紀
は
本
文
と
序
丈
と
は
別
な
も
の
で
、
序
丈
は
後
入
の
改
欄
と

の
説
も
あ
る
が
、
右
の
丁
本
に
序
丈
が
已
に
引
堀
さ
れ
て
居
る
か

ら
、
若
し
序
文
が
後
の
も
の
と
し
て
も
承
挙
講
書
以
前
と
見
ね
ば

な
ら
ぬ
（
宮
地
博
士
所
藏
の
守
部
書
入
幣
事
紀
は
、
，
以
上
の
や
う

な
著
眼
か
ら
序
丈
の
み
が
3
1
破
ら
れ
て
居
る
）
。
恐
ら
く
序
丈
の
み

の
儒
撰
論
も
否
定
せ
ね
ば
な
る
ま
い
．
、

　
本
研
究
に
當
り
、
國
昆
精
紳
丈
化
研
究
撰
の
植
松
茂
氏
よ
り
色

蕎
寮
紀
の
成
立
に
就
い
て

汝
と
敦
授
を
受
け
、
又
嗣
所
の
萩
原
龍
夫
氏
よ
り
受
け
た
下
意
に

鉗
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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